
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                    

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

「
造
船
の
ま
ち
江
の
浦
」 

 

空
を
飛
ぶ
船
？
い
い
え
、
こ
れ
は
「
島
の

学
び
舎
」
二
階
廊
下
（
造
船
の
ま
ち
江
の
浦
）

か
ら
見
え
る
㈱
新
笠
戸
ド
ッ
グ
の
景
色
で
、

船
首
部
分
の
部
品
を
巨
大
ク
レ
ー
ン
で
つ

り
下
げ
て
移
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
の
造
船
は
、
他
の
工
場
で
製
作
さ
れ
た
巨

大
部
品
を
組
み
立
て
て
行
い
ま
す
。
移
動
す

る
巨
大
部
品
の
様
子
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
ス
ケ
ッ
チ
に
も

好
適
で
す
。
（
日
曜
は
、
ク
レ
ー
ン
は
動
い

て
い
ま
せ
ん
。） 

                  

新
展
示
「
笠
戸
大
橋
が
で
き
る
ま
で
」 

昭
和
四
十
三
年
一
月
の
起
工
式
か
ら
昭
和

四
十
五
年
十
一
月
の
完
成
式
ま
で
の
歩
み
を
、

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
変
わ
り
ゆ
く
海
峡
の
風

景
と
島
民
の
笠
戸
大
橋
に
か
け
る
思
い
を
記

録
し
た
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
巡

航
船
時
刻
表
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 展
示
小
品
紹
介 

「
あ
ん
を
こ
ぼ
さ
ず
に
饅
頭
を
食
べ
る
方
法
」 

当
館
で
は
、
江
戸
時
代

の
和
本
を
多
く
収
蔵
し

て
い
ま
す
。
貝
原
益
軒

の
行
事
作
法
書
『
三
礼

口
訣
』
に
こ
の
方
法
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇

～
一
七
一
四
）
江
戸
時
代

の
本
草
学
者
・
儒
学
者
。

『
養
生
訓
』
が
有
名
。 

 
 

話
題
の
資
料 

斗
枡
（
と
ま
す
）
は
、

米
を
計
る
農
具
で
す
。

斗
掻
き
（
と
か
き
）
と

い
う
円
筒
状
の
均
し
棒

で
均
す
と
き
れ
い
に
計

れ
、
昔
は
、
子
供
た
ち

の
農
作
業
の
お
手
伝
い

と
し
て
人
気
で
し
た
。

現
在
、
斗
掻
き
を
探
し

て
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

「
島
の
学
び
舎
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
開

館
一
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
ふ
る
さ
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
学
べ
る
と
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

「
島
の
学
び
舎
」
で
は
、
貴
重
な
郷
土
資
料

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
為
に
、
収
蔵
資
料
の

収
集
・
整
理
・
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

成
果
は
、
今
後
の
展
示
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

本
紙
で
最
新
情
報
と
し
て
報
告
し
て
参
り
ま

す
。 な

お
、
昔
の
農
作
業
風
景
の
写
真
、
塩
田
用

具
を
お
持
ち
の
方
は
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
    
 
 
 
 
 

「島の学び舎」だより 
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